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未来のコツ 先進国債券

国内株式 先進国株式

2018年4月26日を100として指数化

日ごろより弊社ファンドをご愛顧いただきありがとうございます。 
2018年10月以降、米中貿易摩擦への懸念や米国長期金利の上昇、世界経済の不透明感などを背景に、世界
の株式市場は大きく下落していますが、「大和住銀 先進国国債ファンド（リスク抑制型）【愛称：未来の
コツ】」（以下、未来のコツ）の基準価額への影響は比較的小さく抑えられています。 
当レポートでは、未来のコツの設定来の運用状況と今後の運用方針についてご説明いたします。 

金融市場への逆風を乗り切るコツ 
ー設定来の運用状況と今後の運用方針についてー 

未来のコツのパフォーマンスは、概ね安定的に推移しています。世界の金融市場が不安定になった場面など、
一時的に下落する局面も見られましたが、他の資産と比較すると値動きは限定的です。これは、当ファンド
の特色の1つでもある「基準価額の変動リスクを抑制する」戦略が奏功しているためだと考えています。当
ファンドの設定来の騰落率は▲0.4％（2018年10月26日時点）となっていますが、基準価額の一日当たりの
変動額は平均8.6円（2018年4月27日～2018年10月26日の基準価額をもとに算出）と、相対的に低い水準
に留まっています。 
当ファンドでは、引き続き基準価額の変動リスクを年率2％程度に抑えることを目標として運用を行ってまい
ります。 
 

足元の環境下で下値抵抗力を発揮 

※当コメントは、資料作成時点における市場環境もしくはファンドの運用方針等について、運用担当者（ファンドマネ
ジャー他）の見方あるいは考え方等を記載したもので当該運用方針は変更される場合があり、将来の市場環境の変動等
を保証するものではありません。また、将来の運用成果等を約束するものでもありません。 

＜未来のコツの設定来の運用状況＞ 

（次ページに続きます） 

＜当ファンドの基準価額と各資産の推移（2018年4月26日～2018年10月26日）＞ 

出所：Bloombergのデータをもとに大和住銀投信投資顧問作成 

※先進国債券：FTSE 世界国債インデックス（円ヘッジ）、国内株式：東証株価指数（TOPIX）（配当込み）、        
先進国株式：MSCIコクサイ・インデックス（円ベース、配当込み）※基準価額は信託報酬控除後のものです。 

未来のコツ ▲0.4％
先進国債券 ▲0.8％
先進国株式 ▲1.2％
国内株式 ▲9.0％

当ファンドと各資産の騰落率

（2018年10月26日時点）
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 基準価額 9,959円

 純資産総額   101億円

基準価額・純資産総額の推移 設定日（2018/4/27）～2018/10/26 

※基準価額は信託報酬控除後のものです。過去の実績は、将来の運用結果を約束するものではありません。 

（前ページからの続きです） 

※当コメントは、資料作成時点における市場環境もしくはファンドの運用方針等について、運用担当者（ファンドマネ
ジャー他）の見方あるいは考え方等を記載したもので当該運用方針は変更される場合があり、将来の市場環境の変動等
を保証するものではありません。また、将来の運用成果等を約束するものでもありません。 
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現在の日本国債の利回り（10年物）はわずか
0.1％程度です。バブル崩壊以降、日本ではモノ
の値段が下がるデフレ環境が続いていたため、結
果として金利水準も過去に例を見ない水準まで低
下しました。しかし、金利もいつかは上昇します。
実際、アメリカを始めとする先進諸国の金利は上
昇し始めており、今後日本も金利が上昇する局面
に入った場合、日本国債の価格は下落することに
なります。 
このような金利上昇局面でも、当ファンドは日本
国債と同程度の基準価額の値動きを維持しつつ、
中長期的に安定したパフォーマンスを目指してお
ります。足元、世界的な貿易摩擦や、世界景気へ
の懸念など不透明要因はありますが、当ファンド
では引き続き、基準価額の変動リスクを2％程度
に抑えることを目指す運用を継続する方針です。 

歴史的な低金利の環境下、中長期的に 
安定したパフォーマンスを目指す運用を 

出所：Bloombergのデータをもとに大和住銀投信投資顧問作成 

（1990年12月末～2018年9月末） 

＜各国の10年国債利回りの推移＞ 

<今後の運用方針> 

*2018年10月24日に純資産総額が100億円を突破しました。 
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〇 〇
（50音順）

関東財務局長（金商）第195号 〇 〇
株式会社ゆうちょ銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第611号 〇
楽天証券株式会社 金融商品取引業者

〇
寿証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第7号 〇
株式会社SBI証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 〇 〇

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

取扱販売会社名 登録番号
日本証券業

協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会
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